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 まずは教育学部が新設された背景について少し整理しておきたい。1948（昭和 23）年 6 月





























 ＣＩＥの高等教育顧問のイールズ（Eelles Water Crosby, 1886-1963）と，「日本教育大学協会」
の結成を勧奨したカーレー（V.A.Carley）は「師範だけでは充実した教員養成機関を作ること
は不可能である。大学と協力して充実した教員を養成し，現在の教育者のもっている Inferiority 

































二部（教育技術科）」には「芸術学科，体育学科，職業学科，家政学科」が置かれた 14。  








11 月の徳島大学を皮切りに 1950（昭和 25）年５月の岩手大学にいたる６ヶ月余りの間，二日
続きの講演会・懇談会を全国 30 都道府県で行う 16。  






















しかし，1952（昭和 27）年度限りで，学生募集は停止される 20。  
他方，発足当初から「特殊教育講座」が設置され，障害児教育の研究・教育や教員養成を行







表１ 1952（昭和 27）年の教員 
専攻  講座   





教授  留岡清男  
教授  鈴木朝英  
教授  橋本俊彦  
助教授 砂沢喜代次  
講師  佐々木隆介  
助手  金木藤雄  
職業教育  職業教育  教授  三井透  
家庭教育  家庭教育  
家庭教育  
教授  籠山京  
助教授 中川時代  
養護教育  教育衛生  
特殊教育  
教授  奥田三郎  
助教授 木村謙二  
助手  山本普  








教授  天野智恵美  
教授  本田廸康  
助教授 山崎久雄  
助教授 阿部恕  
助教授 奈良岡健三  
助教授 有岡勇  
助教授 宮崎兼光  
助教授 中西信行  
助手  室木洋一  




教授  遠藤宏  
教授  高折宮次  
助教授 村井満壽  
助教授 筒井秀武  
助手  今掘美智子  
出典 『北大百年史 部局史』1980 年，419-420 頁。  
 
表２ 1952（昭和 27）年の幼児教育関係の科目 
専攻  科目  科目名  
体育  選択  幼児体育  






























出典 『北大百年史 部局史』1980 年，414-419 頁。  
 
 

























 主事となる教授の奥田三郎（1903-1983）は，以下のように述べる 24。  
 























     年 月  内 容  
1950（昭和 25）５  
 
1951（昭和 26）10 
1952（昭和 27）５  
 
 
       10 
 
       11 
 
 
1953（昭和 28）１  
       ３  
       10 
1954（昭和 29）６  
 
1955（昭和 30）８  
 
1957（昭和 32）３  
 
       ６  
10 
1961（昭和 37）３  
       ６  
       ９  


































1978（昭和 53）  
1979（昭和 54）  
 
 
2006（平成 18）４  
 



















































 1950（昭和 25）年２月，福村書店から城戸幡太郎『幼児の教育』が発行される。これは 1939（昭和 14）
年，賢文館から発行された『幼児教育論』を一部改訂したものである。ここでは『幼児の教育』に基づき，
城戸の幼児教育観を整理しておきたい。 




  一，他人に不快な気持を与えないようにし，自分には不健康なことをせぬこと 
  二，自分勝手な振舞をせぬこと 
  三，互に力を協せ，親切にすること 
  四，我慢をすること 
  五，物を大切にすること 
  六，物を清潔にし，秩序正しくすること 
  七，規律を守ること 
  八，一生懸命にやること 
  九，自分のことは自分でやること 
  十，何でも自分で工夫すること 
  十一，陰日向のないこと 



































































































































図４ 運動会 1953（昭和 28）年 
出典 『写真でつづる教育学部 50 年』北海道大学，1999 年，12 頁。 





















           
三宅和夫 
助手 





林田栄            
教
諭 
大塚 恵子            
門脇貴美子            
唐沢 幸子            
堀井 愛            
北出富志子            
掘 玲子            
西山美智子            
長尾 国子            
西村 恵子            
本間房子          ※  
笠原紀子          ※  
川村京子          ※  
高砂博子          ※  
香川典子          ※  
出典 『十年のあゆみ』1962 年，12 頁から作成。 
注  ※：着任年不明。 
 
図５ 保育主任の林田栄（左） 

























































 1957（昭和 32）年６月，教育学部敷地内に園舎が完成し（図 10），古電車３台も同敷地内に移動する。
10 月には，園舎西側約 20 坪，増築され，物的環境も整備される。遊具としては，ジャングルジム，太鼓
橋，遊動円木，鉄棒，シーソー等も加わる。また，城戸からオートスライドの映写機とテープレコーダー
の寄贈を受け，視聴覚機器も整備される。 












出典 『十年の歩み』1962 年，０頁。 
 
図８ 古電車の保育室 
出典 『十年の歩み』1962 年，０頁。 






出典 『十年の歩み』1962 年，０頁。 
 
 
図 10 教育学部幼稚園園舎 





















































































三宅和夫 幼児の自立行動と母親の期待度 『日本心理学会発表論文集』 1961 





  ＜研究の目的＞ 
  あるがままの教師を含めた幼児の集団の構造を成員の相互交渉過程を分析することによって明らかに
し，そこにどのような問題がひそんでいるかを知ろうとした。 
  ＜研究の対象＞ 
  1953（昭和 28）年度の北大幼児園の一つの組 
  １人の教師と 27 名の幼児 
  ＜研究の方法＞ 








  ＜研究の目的＞ 
  知能の遅滞や，問題行動を持つ幼児に対して，一定期間特別に保育を行い，その効果がどの様に現れ
たかを見ようとする。 
  ＜研究の対象＞ 
  北大幼児園の幼児 





  1955（昭和 30）年度の入園児 18 名 
  選択の方法としては，初めに桐原氏による自由画知能検査法により，低位，中位，高位の３群に分類
し，この中の低位群を選んで，実験者の観察，ならびに担当保母の観察等を資料とした。 
  ＜研究の方法＞ 
  知能，問題行動の略々伯仲したもの１組ずつを作って一方を実験群，他方を統制群とした。 
  実験群に対しては，第一学期の保育の終了した 1954（昭和 29）年７月 21 日から，夏季休暇の終わっ










著者 題名 年 
石黒寿美子 幼児の動的グループと性格について 1954 
奥山わか子 社会性発達の要因の考察 1954 
唐津愈 子供のヴァイオリン指導方法について 1954 
上山明子 問題を持つ幼児の保育についての実験的研究 1955 
鈴木尚 遊具の購入使用の調査 1956 
辻岡和枝 幼児・低学年児童の音楽生活及び音楽指導原理 1956 
宮内克男 就学前児童における数概念の発達 1957 
荻野京子 幼児の攻撃的行動についての一研究 1961 
長沼淹衣 母親の自立成就への期待と幼児の行動 1961 
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